
FIne Stageでは2つのねじ駆動システムを使⽤し、縦横そ
れぞれの⽅向にサンプルを乗せたスライドガラス (76mm 
x 26mm) を移動させることができます。
2 つのホイールを回転させることで、配置されたスライ
ドを⼿動よりさらに微調整する事ができます。
回転⽅向を変えると、数回転で動きがスライドに伝わり
ます。
また、Fine Stageはネジ駆動を使わずスタンダードステー
ジと同様に⼿動で使⽤することもできます。

表⾯から保護フィルムをはがします。 Standard Stageでは
⼿動でサンプルを移動させて調整します。

最⼤ 3 つの倍率の異なる対物レンズタイル
: 35倍解像度 3 ミクロン
: 75倍解像度 1 ミクロン
: 150倍解像度 0.75 ミクロン

レンズタイルの⾼さを微調整するためのネジ。最⼤3本

動物学 1 枚、組織学 1 枚、植物学 1 枚 + サンプル⽤のプレーンスライド 1 枚

⽤意されたプレパラートグラス 3 枚

顕微鏡定規 (各⽬盛り 0.01mm) 1 枚

スライドシフターをスライドガラスの下で使⽤すると
⼿動でサンプルを効率よく移動できます。

カバースリップ。サンプルをカバーする際ご利⽤ください。
※⾮常に薄く割れやすいため、取り扱いの際ご注意ください。



スマホとDIPLE®があれば、いつでも顕微鏡を使うことが出来ます。
サイズ175mm x 100mm x 40mmで0.5Kg 未満のポータブルボックス内には、
顕微鏡でビデオや写真を撮影するための強⼒で頑丈なレンズとアクセサ
リーが含まれています。
スマホに何もマウントする必要はありません。デバイスを DIPLE® ボック
スの上に置き、スマホのカメラを対物レンズとその下の光源に合わせま
す。またスマートフォンカバーを取り外さずに使⽤することもできます。
顕微鏡として⾮常に⾼性能で、スマホの設置⾯積も最⼩限に抑えます。

製品の使⽤時、照明・ステージ・スマートフォンを⽀える容器。

スマホ⽤追加のネジ式スタンド (ボックスで⼤きさが⾜りない場合)

2つの滑り⽌めパッドを表⾯に貼り付けてあります。

明視野顕微鏡⽤の⽩⾊ LED。 CR2032電池2個付属。

レンズタイルを所定の位置に保持するブロックを解除/調整するために使
⽤します。またファインステージの場合は、スライドガラスを所定の位置
に保持するパーツを解放/調整する時に使⽤します。

検体の吸引・スライド上への液滴⽤。



DIPLE® の使⽤におけるいくつかの⼿順は、スタンダードステージと
ファインステージどちらとも共通しています。
ファインステージはスライドガラスをガイドする2つの部品を付属の
ドライバーで外すと、スタンダードステージのようにも使⽤できます。

サンプルを配置する: サンプルを乗せたスラ
イドガラスを、照らされた⽳に合わせて置き
ます。
初めての場合、ボックスに⽤意されたサン
プルスライドの 1 つを使⽤して、焦点合わせ
の練習をすると良いでしょう。

調節ネジを取り付ける:
ステージの下には対物レンズを微調整する
ためのノブ付きのネジがあります (キットの
対物レンズ1枚につき1つずつ)。
このネジをDIPLEレンズの端近くの⽳に取り
付けます。

ライトをオンにする: ステージを垂直に持ち上
げます。ライトはステージの下にあります。
初めて電源を⼊れる前に、バッテリーから絶
縁フィルムを取り外してください。ライトを
点灯したまま、ライトを元の位置に戻します。
ライトはステージの⽳に合わせる必要があり
ます。

対物レンズを配置する:
レンズをブラックフット上に設置し
レンズに付けた調節ネジはステージの
プレートにある⼩さな窪みに合わせて置きます。

表裏はDIPLE® の⽂字が表側にくるようにします。

レンズタイルがブラックフット上にある時、
両端のブロックの間にちゃんと収まるよう調整
します。
タイルの裏側にある磁⽯は、安定した配置に役
⽴ちます。

必要に応じて、付属のドライバーでブロック
を締めたり緩めたりして下さい。(特に最初に
使⽤する場合)。

低段階 (I)-⿊のレンズタイルを使⽤する場合

ブラックフットを調整する: 
ブラックフットを使⽤状況に従って
3段階で調節出来ます。

中段階 (II)- 灰⾊のレンズまたは⿊のレンズを
使⽤する場合

⾼段階 (III) -⾚のレンズタイルを使⽤する場合

※レンズの倍率が⾼いほど、レンズとサンプル
の距離が近くなります。



スマートフォンを設置する: 
普段お使いのカメラアプリを開きます。

スマートフォンのレンズをDIPLE® レンズ
に合わせるコツは、スマホの画⾯を⾒な
がら電話をレンズタイルに近づけ、⿊い
リングの⽳を⽬指すようにします。

そのままスマートフォンのカメラをボッ
クスとレンズタイル上の⿊いリング部分
に設置します。

スクリューフィート（ネジ⾜）の使⽤:

理想のイメージとしては、レンズタイルと
スマホが⽔平かつ平⾏になっている状態で
す。

⾼さに微調整が必要な場合はスマホをボッ
クスの上に置く代わりに、ネジ⾜を使⽤し
てスマホの⾼さを管理できます。

タブレットや⼤型デバイスにもこちらを使
⽤します。

フォーカシング: 
画⾯にライトが点灯したら、携帯電話のオート
フォーカスをロックします。*1

適切なフォーカスが得られるまで挿⼊した調節ネジ
を使⽤してレンズを上下に動かします。

スライドシフター: 
この部品は、スライドをすばやく⼿動でシフトする
のに役⽴つオプションツールです。スライドガラ
スの下に置いて使⽤します。
これは標準的なスライド以外を使⽤する場合や、
中央にカメラが搭載されているスマホの場合にも役
⽴ちます。

*1 この機能はiPhone/Android共に標準搭載されているカメラに備わっています。
ピントを合わせたい被写体を⻑押しするとフォーカスが固定されます。
iPhoneの場合、画⾯上部に「AE/AFロック」と表⽰されます。
それぞれ固有の機種の操作⽅法に関しては各メーカーサイトにてご確認ください。

Info

Visit our website for examples,
tutorials, tips & trobleshooting.

diple.smartmicrooptics.com


